
      
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
月
十
九
日
（
木
）
第
八
九
三
回 

◇
・
講
師 

田
淵 

裕
哉 
 

(

有)

デ
ィ
ー
シ
ー
グ
ル
ー
プ 

代
表
取
締
役 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

◇
・
テ
ー
マ 

「
５
次
元
で
生
き
る
究
極
の
生
き
方
」 

 
 

 

私
は
証
券
会
社
勤
務
か
ら
自
由
に
な
り
た
い
と
思
い
、
三
十
九
歳
で
起
業
し 

た
。
優
秀
な
ス
タ
ッ
フ
の
お
か
げ
で
、
数
多
く
の
社
員
研
修
、
マ
ナ
ー
研
修
の 

依
頼
を
い
た
だ
き
開
講
し
て
い
る
。
研
修
で
は
最
初
に
自
分
の
夢
を
絵
に
描
い 

て
頂
き
、
そ
の
た
め
の
マ
ナ
ー
を
経
験
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。
自
律
し
た 

自
由
、
成
功
は
成
長
と
考
え
毎
朝
英
語
の
勉
強
も
続
け
る
。
あ
る
時
、
夫
婦
で 

何
も
悪
い
事
は
し
て
い
な
い
の
に
迫
害
を
受
け
た
。
そ
れ
は
レ
ベ
ル
の
低
い 

考
え
だ
と
言
わ
れ
、
も
っ
と
次
元
を
高
く
す
る
こ
と
を
心
掛
け
た
。
外
に
幸
せ 

を
求
め
る
こ
と
は
き
り
が
な
い(

金
、
物
）
今
最
高
の
幸
せ
を
感
じ
る
事
（
ポ 

ジ
テ
ィ
ブ
に
生
き
る
）
小
聖
は
森
、
大
聖
は
町
に
あ
る
（
現
状
）
。
五
次
元 

 
 

 
 

 
 

と
は
（
ホ
ー
キ
ン
グ
博
士
）
時
間
の
概
念
の
な
い
世
界
の
事
。 

 
 

 
 

 
 

永
遠
の
世
界
は
理
解
で
き
な
い
（
神
の
世
界
）
心
の
中
ま
で
神 

 
 

 
 

 
 

に
見
ら
れ
て
い
る
と
思
い
誰
か
ら
見
て
も
恥
じ
な
い
生
き
方
を 

 
 

 
 

 
 

行
う
。
特
に
両
親
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
は
見
ら
れ
て
い
る
と
思 

 
 

 
 

 
 

い
、
生
き
方
が
変
わ
っ
た
。
本
当
の
自
由
が
理
解
で
き
る
よ
う 

 
 

 
 

 
 

 
 

に
な
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

太
田 

功 
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三
月
二
十
六
日
（
木
）
第
八
九
四
回 

◇
Ｄ
Ｖ
Ｄ
研
修 

 

◇ 

タ
イ
ト
ル
「
気
と
骨
」
～
歩
み
続
け
る
人
々
～ 

 

 
 

 

★ (

一
社
）
倫
理
研
究
所 

参
事 

大
久
保
あ
い
子 

編
★  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

水
戸
で
の
書
道
白
寿
展
の
様
子
か
ら
百
一
歳
の
御
姿
を
拝
見
。
今
で
も
毎
月 

 

八
ヶ
所
へ
、
人
世
の
為
に
ひ
た
む
き
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
。
満
州
か
ら 

 
 

 
 

引
き
揚
げ
帰
国
後
も
困
難
な
生
活
の
中
、
四
人
の
子
に
恵
ま
れ
倫
理
に
出
会
い 

「
子
女
名
優
」
の
通
り
、
研
究
所
の
活
動
と
四
人
の
子
ど
も
の
成
長
が
符
号
連 

携
し
て
い
た
。
今
は
極
楽
、
あ
り
が
た
い
。
思
い
、
願
い
は
気
づ
い
た
ら
す
ぐ 

す
る
、
子
供
や
孫
に
帰
っ
て
く
る
。
耐
え
る
こ
と
は
大
好
き
。
や
る
べ
き
事
は 

意
地
で
も
や
り
抜
く
。 

 
 

 

 
 

★
日
本
設
計
創
始
者 

池
田
邦
男 

編
★ 

 

海
軍
士
官
か
ら
建
築
家
へ
の
人
生
。
指
揮
官
は
先
頭
に
立
つ
。
戦
争
と
は
理 

不
尽
そ
の
も
の
だ
。
海
に
投
げ
出
さ
れ
死
を
待
つ
。
自
然
を
畏
れ
敬
う
。
独
立 

す
る
時
、
経
済
界
の
三
羽
ガ
ラ
ス
と
い
わ
れ
た
人
達
に
応
援
を
受
け
日
本
設
計 

を
創
立
。
皆
の
為
、
人
の
為
、
社
員
一
人
一
人
が
株
主
を
考
え
、
日
本
を
何 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

と
か
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
一
心
が
建
築
家
の
原
点
。
霞
が
関
ビ
ル
、
三
井 

 
 

 

ビ
ル
等
、
わ
が
国
の
超
高
層
設
計
を
リ
ー
ド
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

丸
山 

千
代
子 
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三
月
五
日(

木
）
第
八
九
一
回 

◇
・
講
師 

見
付 

春
雄 

 
 

 
  

三
郷
市
倫
理
法
人
会 

会
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

有)

見
付
工
務
店 

代
表
取
締
役 

◇
・
テ
ー
マ 

「
お
ま
え
が
居
た
か
ら
！
」 

  
青
森
の
田
舎
で
、
あ
る
女
性
に
恋
を
し
た
。
そ
れ
が
原
因
で
父
親
に
勘
当 

さ
れ
、
村
か
ら
追
わ
れ
る
よ
う
に
東
京
に
二
人
で
上
京
し
た
。
そ
れ
が
今
の 

妻
で
あ
る
。
所
持
金
２
万
７
千
円
し
か
な
く
、
飯
場
で
住
み
込
み
で
働
く
。 

自
分
は
現
場
へ
妻
は
食
事
の
担
当
を
し
て
数
年
続
く
。
飯
場
の
人
間
は
気
が 

荒
い
、
食
事
が
ま
ず
い
と
妻
は
罵
ら
れ
る
。
そ
の
度
に
妻
を
か
ば
い
喧
嘩
も 

し
た
。
子
供
四
人
に
恵
ま
れ
た
が
、
現
場
か
ら
現
場
や
飯
場
の
環
境
の
悪
さ 

に
気
づ
き
、
子
ら
は
故
郷
の
親
に
預
け
、
盆
と
正
月
し
か
会
え
な
い
寂
し
く 

辛
い
生
活
が
続
い
た
。
卒
業
式
で
は
二
人
の
娘
が
各
教
室
を
ま
わ
り
、
私
達 

 
 

 
 

 
 

を
自
慢
す
る
よ
う
に
紹
介
し
て
く
れ
た
。
子
供
に
寂
し
い
思 

 
 

 
 

 
 

い
を
せ
た
こ
と
を
痛
感
し
た
。
今
で
は
皆
結
婚
し
家
業
を
手 

 
 

 
 

 
 

伝
っ
て
く
れ
て
い
る
。
妻
と
は
よ
く
喧
嘩
も
し
、
離
婚
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

危
機
も
あ
っ
た
が
今
で
も
「
お
前
が
居
た
か
ら
」
こ
こ
ま
で 

 
 

 
 

 
 

こ
れ
た
と
「
心
か
ら
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
し
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

高
橋 

茂
行 
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三
月
十
二
日
（
木
）
第
八
九
二
回 

◇
・
講
師 

畔
高 

敦
司 

      (

一
社
）
倫
理
研
究
所 

法
人
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

株)

ミ
ツ
ワ
堂 

代
表
取
締
役 

会
長 

◇
・
テ
ー
マ 

「
自
分
が
変
わ
れ
ば
周
り
が
変
わ
る
」  

 
 

 

社
長
を
息
子
に
譲
っ
た
直
後
は
自
分
の
我
が
強
く
、
意
見
が
対
立
し
て 

 

喧
嘩
が
多
か
っ
た
。
あ
る
時
妻
か
ら
「
あ
な
た
、
倫
理
や
っ
て
い
る
ん
で 

し
ょ
！
」
と
言
わ
れ
、
ハ
ッ
と
気
が
付
い
た
。
そ
れ
か
ら
息
子
の
意
見
に 

に
賛
同
す
る
よ
う
に
努
め
た
ら
息
子
の
方
か
ら
相
談
を
し
て
く
れ
る
よ
う
に 

な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
妻
に
も
息
子
に
対
す
る
愚
痴
を
言
っ
て
い
た
が
褒
め 

る
話
を
す
る
よ
う
に
な
る
と
妻
も
嬉
し
そ
う
に
聴
い
て
く
れ
て
夫
婦
仲
も
良 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

く
な
っ
た
。
自
分
を
変
え
る
に
は
朝
を
大
事
に
す
る
こ
と
。
「
朝
」
と
い
う 

字
は
バ
ラ
す
と
「
十
月
十
日
（
と
つ
き
と
お
か
）
」
子
供
と
同
じ
く
ら
い
大 

 
 

 
 

 
 

事
な
の
だ
。
又
、
私
は
「
一
」
に
こ
だ
わ
る
。
何
で
も
一
番 
 

 
 

 
 

 

は
人
の
脳
裏
に
残
る
。
山
で
も
湖
で
も
一
番
は
誰
で
も
知
っ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

て
い
る
が
二
番
を
知
っ
て
い
る
人
は
な
か
な
か
い
な
い
。
だ 

 
 

 
 

 
 

か
ら
私
は
一
に
こ
だ
わ
り
結
果
を
出
し
て
き
た
。
打
つ
手
は 

 
 

 
 

 
 

無
限
だ
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

広
沢 

威 
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